
　

平
成
22
年
度
Ｒ
Ｋ
Ｍ
総
会
は
平
成
22

年
６
月
10
日
（
木
）
に
日
本
教
育
会
館

（
一
ツ
橋
）
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
出
席
者
49
名
と
盛
会
で
、
若
手

の
出
席
者
も
年
々
増
え
て
き
て
ま
す
。

　

昨
年
２
月
開
催
の
総
会
に
て
、
総
会

開
催
時
期
を
年
配
の
方
に
も
学
生
に
も

参
加
し
や
す
い
・
暖
か
く
ま
た
学
校
の

試
験
や
行
事
が
少
な
い
６
月
と
す
る
こ

と
に
賛
同
頂
き
、
経
過
処
置
と
し
て
昨

年
11
月
に
平
成
21
年
度
総
会
を
開
催

し
、
会
計
年
度
を
暦
年
か
ら
４
月
〜
３

月
に
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
会
員
要
件

を
拡
大
し
、
会
員
推
薦
・
理
事
会
承
認

に
よ
り
会
員
と
な
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　

こ
の
新
た
な
会
則
の
も
と
、
総
会
で

は
幹
事
会
か
ら
左
記
報
告
・
提
案
が
あ

り
、
全
件
満
場
の
拍
手
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

・
平
成
21
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
会
計
・

　

会
計
監
査
報
告

・
平
成
22
年
度
事
業
計
画
お
よ
び
会
計

　

予
算

・
新
会
員
（
５
名
）

　

会
員
要
件
拡
大
に
伴
い
、
36
期
・
鳥

海
雅
義
さ
ん
、
42
期
・
清
田
喜
一
さ
ん
、

斉
藤
宗
男
さ
ん
、
竹
内
寛
さ
ん
、
武
蔵

大
学
卒
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
振
興
会

事
務
局
長
・
渡
辺
誠
さ
ん
を
普
通
会
員

に
、
元
教
員
・
福
本
久
雄
さ
ん
を
客
員

会
員
に
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
に
開
催
さ
れ
た
同
窓
会

総
会
に
て
、
現
Ｒ
Ｋ
Ｍ
会
長
・
吉
澤
正

さ
ん
が
同
窓
会
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
が
、Ｒ
Ｋ
Ｍ
会
長
も
引
続
き
務
め
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
部
は
、
23
期
・
黒
板
行
二

さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
幕
を
開
け
、
直

近
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
の

様
子
を
紹
介
す
る
ビ
デ
オ
が
流
れ
る
な

か
、
多
く
の
方
々
か
ら
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。
特
に
福
本
先
生
か
ら
は
、
昭
和

37
年
に
発
行
さ
れ
た
中
学
校
体
育
指
導

用
の
「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
授
業
」

に
は
、
畑
公
の
「
技
術
訓
」
か
ら
多
く

の
引
用
が
あ
っ
た
と
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

　

尚
、
多
く
の
方
か
ら
Ｒ
Ｋ
Ｍ
や
バ
ス

ケ
ッ
ト
界
に
関
す
る
記
録
・
写
真
が
あ

平
成
22
年
度
総
会
報
告

　

次
回
の
総
会
は
、
平
成
23
（
２
０

１
１
）
年
６
月
９
日
（
木
）
に
日
本

教
育
会
館
（
一
ツ
橋
）
に
て
開
催
予

定
で
す
。
多
く
の
会
員
に
ご
出
席
い

た
だ
き
た
く
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、

お
誘
い
合
わ
せ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

次
回
総
会
予
定

る
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
幹

事
会
で
は
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
活
用
方
策
と

し
て
、
将
来
の
「
R
K
M
１
０
０
年
史
」

編
纂
を
大
き
な
柱
と
し
、
以
下
の
よ
う

な
活
動
目
標
を
掲
げ
ま
し
た
。

　

50
期
ま
で
の
会
員
に
は
、
R
K
M
50

年
史
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
内
容
を
補

足
す
る
資
料
を
ぜ
ひ
ご
提
供
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
50
期
以

降
の
R
K
M
会
員
は
、
関
連
資
料
を
集

め
て
ま
と
め
る
作
業
を
行
う
機
会
を
持

ち
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、

・
試
合
結
果
・
練
習
・
合
宿
日
誌
や
記
録

・
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
関
す
る
資
料
に
つ
い
て
、
ま
ず

所
在
を
各
期
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
詳

細
は
、
期
幹
事
会
を
通
じ
て
改
め
て
連

絡
し
ま
す
。

R
K
M
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

に
つ
い
て

を
お
待
ち
し
て
ま
す
。（
Ｈ
Ｐ
・
総
務　

桑
水

流
）

・
会
報
の
レ
イ
ア
ウ
ト
、
難
し
か
っ
た
で
す
。

何
と
か
詰
め
込
み
ま
し
た
（
桑
田
）

２０１０年
８月発行

編集・発行：RKM
幹事会

平成 22 年度総会報告 

1：集合写真
2：山崎先生と交流
3：20 期台
4：70 期台
5：黒板氏による乾杯
6：福本先生
7：渡辺新会員

1

2

3

4
5 6 7

編
集
後
記

83
期
の
メ
ン
バ
ー
は
、
主
将

を
務
め
献
身
的
な
ゲ
ー
ム
メ

イ
ク
を
す
る
ボ
ー
ル
捌
き
が

得
意
な
P
G
の
菅
原
、
高
い
得
点
能
力

と
リ
バ
ウ
ン
ド
力
を
持
ち
支
部
選
抜
と

な
っ
た
P
F
徳
武
、
１
９
０
c
m
の
長

身
な
が
ら
シ
ュ
ー
ト
や
パ
ス
も
う
ま
い

器
用
な
C
金
森
、
速
攻
の
先
頭
を
駆
け

抜
け
D
F
で
も
粘
り
強
い
堅
実
な
S
G

長
田
、
ミ
ド
ル
レ
ン
ジ
の
シ
ュ
ー
ト
や

果
敢
な
ド
ラ
イ
ブ
か
ら
得
点
す
る
S
G

山
内
の
5
人
で
す
。
中
学
か
ら
渡
部

コ
ー
チ
の
指
導
を
受
け
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス

力
に
長
け
る
と
評
判
で
し
た
。
人
数
は

少
な
い
も
の
の
、
高
校
で
も
低
学
年
の

こ
ろ
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
す

る
面
々
が
お
り
、
最
近
の
武
蔵
の
特
徴

で
も
あ
る
、
縦
の
関
係
の
強
さ
が
出
る

チ
ー
ム
で
し
た
。
現
在
も
先
輩
方
や
後

輩
た
ち
と
仲
の
良
い
学
年
で
す
。（
キ
ャ

プ
テ
ン
菅
原
）

新
入
会
員
の
紹
介

中
１
の
時
に
バ
ス
ケ
部
に
入

部
し
た
の
は
９
人
で
、
そ
の

後
高
２
の
時
に
１
人
辞
め
て

し
ま
っ
た
も
の
の
、
残
る
８
人
は
１
人

も
辞
め
る
こ
と
無
く
結
束
力
の
強
い

チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。
耐
震
補
修
工
事
の

影
響
に
よ
り
体
育
館
の
使
え
な
い
時
期

も
あ
っ
た
が
、
目
標
意
識
を
失
う
こ
と

な
く
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
日
々
努
力

し
た
。
キ
ャ
プ
テ
ン
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン

を
中
心
に
良
く
ま
と
ま
っ
た
チ
ー
ム
で

あ
っ
た
。（
キ
ャ
プ
テ
ン
橋
本
）

83 期
左から：徳武、
山内、菅原、
長田、金森

84 期
後ろ左から：佐
久間、奥村、浅見、
岩崎　
前左から：大熊、
橋本、園田　

物
故
者　

平
成
21
年
５
月
以
降
に
亡
く

な
ら
れ
た
R
K
M
会
員
を
ご
報
告
い
た

し
ま
す
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

・
黒
河
内
浩
（
12
期
理
）

　

平
成
21
年
６
月
13
日
逝
去

・
梅
戸
仁
（
23
期
文
）

　

平
成
22
年
３
月
７
日
逝
去

・
三
島
稔
（
30
期
）

　

平
成
22
年
５
月
18
日
逝
去　
　

寄
付
御
礼　
『
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
』

　

平
成
21
年
度
中
に
会
費
以
外
に
寄
付

を
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。
こ
こ
に
お

名
前
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

19
期
：
岡
部
侠
児
様　

26
期
：
台
座
惇
人
様

28
期
：
西
室
泰
三
様　

30
期
：
永
田
有
作
様

32
期
：
吉
澤
正
様　
　

33
期
：
平
岡
紘
夫
様

34
期
：
三
井
泰
様　
　

54
期
：
今
田
太
郎
様

松
原
健
二
様　

山
田
誠
司
様　
　
　
　
　
　

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
足
腰
が
重
要
と
畑
公
に
教

わ
り
ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
「
Ｒ
Ｋ
Ｍ
会
費

の
足
腰
」
は
大
分
出
来
て
き
ま
し
た
。
あ
と

は
軽
井
沢
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会
に
む
け
て
の

自
分
の
足
腰
だ
け
？
？
（
会
計
幹
事
　
竹
原
）

・
今
回
は
若
手
と
の
橋
渡
し
と
し
て
編
集
に

は
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
脇
田
）

・
今
年
の
会
報
作
成
に
は
、
E
メ
ー
ル
が
大

活
躍
し
ま
し
た
。
1
0
0
年
史
を
担
う
50-

80

期
の
皆
さ
ん
か
ら
の
Ｒ
Ｋ
Ｍ
幹
事
宛
へ
の
積

極
的
な
情
報
発
信
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
会
報
編
集
長　

福
本
）

・
同
窓
会
と
同
様
に
本
会
報
も
自
主
編
集
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス

高校試合結果

新人戦 （第４支部）
２００９年１０月２５日
武蔵○１４３－３６都北園
２００９年１１月１日
武蔵○８１－６５都文京
２００９年１１月３日
武蔵○１０５－８０早大学院
（ベスト３２）
２００９年１１月８日
武蔵●７４－７２都東大和

新人戦 （都大会）
２０１０年１月１０日
武蔵●７２－１３４八王子
関東大会 （都予選Ｃブロック）
２０１０年４月１８日
武蔵○１２１－６０都第三商
２０１０年４月２５日
武蔵○１０８－５０都上水
２０１０年４月２９日
武蔵○７６－７２昭和第一学園
（ベスト３２）
２０１０年４月２９日
武蔵●８６－９２大東文化大第一

インターハイ （都予選Ｄブロック）
２０１０年５月２３日
武蔵○１５４－４３都町田工
２０１０年６月６日
武蔵○１０７－５５都武蔵野北
２０１０年６月１３日
武蔵○９１－７３東海大付高輪台
２０１０年６月１３日
武蔵○７２－６２都文京
（ベスト１６）
２０１０年６月２０日
武蔵●５３－１１９京北

中学試合結果

新人戦 （練馬地区予選）
２００９年１０月１１日
武蔵○５９－５７大泉北
２００９年１０月１８日
武蔵●５８－５９練馬東

新人戦 （練馬地区予選） 春大会
（練馬・中野・杉並ブロック予選）
２０１０年４月１８日
武蔵○１２１－４０松ノ木
２０１０年４月２５日
武蔵●３３－１３４石神井西

都総合体育大会（練馬地区予選）
２０１０年６月１３日
武蔵○７６－４７貫井
２０１０年６月２０日
武蔵○５７－５０光が丘第二
２０１０年６月２７日
武蔵●４５－６０石神井

83 期

84 期中高試合結果

高校生、 京北に敗
れるもインハイ予選
ベスト 16 入り！

RKM幹事会事務局：
桑水流正邦
（くわずるまさくに）
〒132-0035
東京都江戸川区平井
4-22-2-704 渡瀬方

info@rkm634.com

ＲＫＭホームページは
http://www.RKM634.com
です。
ロッカールームには
ユーザー名：rkm634
パスワード：tatsuo で
入室出来ます。

【対東海大付高輪台】

　武蔵のスタートはガードの #４と＃14、195ｃｍを越える長
身の #５と＃９と＃７。試合前の練習では互角かと見えたが武
蔵のプレスデイフェンスが相手のシュートをなかなか許さず、
こちらの長身選手がゴール下を支配して１Ｑで16点のリード。
これを最後まで保って勝利した。
　武蔵はトラベリングが多く、ファウルも重なって退場選手
が出る始末だったが、相手のフリースローが入らないことに
助けられた。多くの選手を繰り出し、第２試合への主力選手
の体力温存、また１年生ガードや２年生センターの経験まで
積ませることが出来た試合だった。

【対都文京】

　関東大会予選でのダブルヘッダー第２戦で体が動かず惨敗
した記憶を吹き飛ばす試合振りだった。前半はディフェンス
がしっかり機能し 16点リード。安心して見ていられると思い
きや、後半ディフェンスが甘くなり、インサイドでも３Ｐで
もやられ始め、#４が左太腿の痙攣で退場する。第一試合と同
じ審判にトラベリングを再三吹かれて、相手を調子に乗らせ
て追いすがられたが、３Ｑ終了間際に＃５が３Ｐを見事沈め
て６点差と出来たのは有難かった。
　４Ｑ、#４が出場したが再度痙攣のためベンチへ。代わった
＃13は卒なくガード役を務めるも、調子を掴んだ相手は追い
上げ、残り５分を切って２ゴール位リードのところで #４が戻
るも、ターンオーバーなどでついに同点とされたが、これか
らが良かった。フリースローを＃７と＃５が落ち着いて沈め、
シュートチャンスを確実に決め、ターンオーバーからレイアッ
プを決めようとする相手選手に追いついて右手に乗せたボー
ルを弾き飛ばしたのは＃４だった。皆見事な闘志を見せ最後
は 10点差をつけた。
　多くの選手交代を上手くつなげた山崎コーチの采配は見事
だった。スターターも交替選手もそれぞれ特色がある。中学
時代に彼らを育てた若手OB達のコートへ飛び出さんばかりの
応援がハーフタイムに注意されたのも面白かった。

【対京北】

　都２位という京北相手に大きなプレッシャーがあったのだ
ろう。１Ｑの入り方で躓いてしまった。スピードのある相手
に対してよく守り、良く走っていたが、肝心なシュートを外す。
いつもは入るフリースローも半分しか入らない。その間相手
は着実にゴールを重ねすっかり調子に乗ってしまった。
　日本代表２人をかかえる京北は、パス回しの早さ、鋭いド
ライブからのさばき、３Ｐシュートの確実性などを、口惜し
いが縦横に発揮された。交替選手もそのスピードが落ちない。
劣勢ながら武蔵チームは臆せず全力で戦い、最後まで走り続
け、主力の三年生＃４，５，７は５ファウル退場となるが、
最後は＃14を中心とした２年生チームが気力を振り絞って
戦ったのは、来年のために良い経験であった。

　日本のバスケットの底辺はどんどん広がり、高校のレベル
は高くなっている。特にスピード、パス回しとドライブの早
さがすごく進歩している。来年以降武蔵チームももっともっ
とスピードを身につけられたらと思う。歴史的かどうかは別
にしても手強い東海大付高輪台と都文京に勝って、何十年ぶ
りかでベスト 16に進出する快挙である。何人かが大学に入っ
てからも正式にバスケットを続けることを期待しています。

（全文はＨＰをご覧下さい）23 期 黒板行二観戦記（抜粋）

新入会員の紹介・幹事会より



32
期
の
７
人

32
期　

佐
室　

瑞
穂

　

以
下
は
日
本
経
済
新
聞
２
０
０
２
年

12
月
16
日
の
コ
ラ
ム
「
交
遊
抄
」
に
私

（
当
時
キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
社
長
）
が

掲
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
の
、
一
部
抜
粋

引
用
で
あ
る
。

「
＊
＊
＊
＊
＊　

無
我
夢
中
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
連
覇
の
夢
を
つ
か
ん
だ
７
人

の
仲
間
の
結
束
は
今
で
も
固
い
。 

＊
＊

＊　

仲
間
と
は
吉
澤
正
君
（
筑
波
大
教

授
）、
印
南
文
雄
君
（
日
本
合
成
化
学

工
業
専
務
）、
清
水
英
邦
君
（
エ
ン
タ
ー

エ
ポ
ッ
ク
社
長
）、
三
矢
尚
君
（
イ
ソ
ッ

プ
社
長
）
羽
田
忠
夫
君
（
日
光
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
社
長
）、
守
屋
宏
君
（
元
第

一
生
命
・
現
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
）
と

私
で
あ
る
。 

＊
＊
＊　

数
年
に
一
度
体

育
館
つ
き
の
温
泉
に
夫
人
同
伴
で
出
か

け
て
、
軽
い
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽
し
む
。 

＊
＊
＊　

少
し
先
だ
が
、
70
歳
で
フ

リ
ー
ス
ロ
ー
１
０
０
本
中
70
本
を
成
功

す
る
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
タ
ー
に
、
誰
が
な

れ
る
か
と
今
か
ら
競
い
合
っ
て
い
る
。

　

＊
＊
＊
＊
＊
」

　

こ
れ
は
皆
が
63
歳
の
頃
の
記
事
で
、

昨
年
は
全
員
70
歳
を
越
え
、
仕
事
か
ら

引
退
し
た
者
も
多
く
な
っ
た
。
家
族
や

本
人
の
健
康
そ
の
他
の
事
情
で
、
そ

ろ
っ
て
の
旅
行
も
難
し
く
な
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
、
昨
年
か
ら
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
の
日
に
、
懐
か
し
い
母
校
に

集
ま
る
こ
と
に
し
た
。
吉
沢
君
は
さ
す

が
R
K
M
会
長
、
驚
異
的
な
82
本
で

エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
楽
々
達
成
し
た
。

印
南
君
は
病
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中

学
生
と
の
試
合
で
よ
く
走
り
、
２
ゴ
ー

ル
を
あ
げ
る
な
ど
活
躍
し
た
。
他
の
メ

ン
バ
ー
も
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
。
今
年
も

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
、
汗
を
流
す

の
が
楽
し
み
だ
。

　

野
球
や
サ
ッ
カ
ー
に
比
べ
る
と
、
日

本
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
今
の
と
こ
ろ
、
ま

だ
商
業
的
に
は
、
や
や
マ
イ
ナ
ー
だ
。

し
か
し
、
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
人
口
は
男
女

共
、
小
学
生
か
ら
50
歳
過
ぎ
の
シ
ニ
ア

に
至
る
ま
で
驚
く
ほ
ど
多
く
、
盛
ん
で

あ
る
。
私
は
近
い
将
来
、
日
本
で
も
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
が
米
国
の
よ
う
に
、
野
球

並
み
の
メ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
な
る
と

確
信
し
て
い
る
。
R
K
M
の
ほ
と
ん
ど

の
皆
さ
ん
が
、
今
ま
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
に

何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
き
て
、
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。

こ
れ
か
ら
は
更
に
よ
く
な
る
。

　

若
い
O
B
諸
君
は
是
非
プ
レ
ー
を
続

け
る
等
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
関
わ
り
続
け

て
欲
し
い
。
高
校
生
の
諸
君
は
、
是
非

大
学
で
、
体
育
会
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
に

入
部
し
て
、
４
年
間
プ
レ
ー
を
続
け
て

欲
し
い
。
レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
な
れ
な
く
て

も
よ
い
。
４
年
間
の
部
員
生
活
の
苦
労

は
、
社
会
人
に
な
っ
て
大
い
に
役
に
立

ち
、
評
価
さ
れ
、
よ
い
友
人
・
先
輩
・

後
輩
と
い
う
財
産
に
も
恵
ま
れ
る
の
で

あ
る
。
勿
論
、
武
蔵
高
校
・
R
K
M
で

得
ら
れ
た
財
産
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い

て
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

47
期　

八
代　

和
正

　

そ
も
そ
も
ゴ
ル
フ
の
ダ
シ
の
つ
も
り

が
、
畑
公
と
触
れ
合
え
る
墓
掃
除
の
す

が
す
が
し
さ
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た

47
・
48
・
49
期
の
佐
久
墓
参
も
今
年
で

３
年
目
、
お
か
げ
で
、
ゴ
ル
フ
を
や
ら

な
い
面
々
も
途
中
合
流
で
き
、
墓
参
の

輪
は
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

昨
年
か
ら
は
、
正
木
先
輩
の
お
誘
い

で
、
軽
井
沢
で
の
ゴ
ル
フ
終
了
後
、
落

先
輩
（
41
期
）
の
別
荘
の
コ
ー
ト
で
19

番
ホ
ー
ル
よ
ろ
し
く
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ゴ
ー
ル
を
狙
う
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会

が
、
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
加
わ
っ
た
。
日

ご
ろ
か
ら
練
習
し
ろ
と
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
自
宅
へ
送
っ
て
き
た
、
熱
き

思
い
の
メ
ン
バ
ー
も
現
れ
、
年
々
よ
り

真
剣
な
戦
い
と
な
る
様
相
で
あ
る
。

　

フ
リ
ー
ス
ロ
ー
と
い
え
ば
、
現
役
時

代
、
畑
公
か
ら
ボ
ー
ド
の
側
面
の
厚
み

部
分
め
が
け
て
シ
ュ
ー
ト
を
し
、
ボ
ー

ル
が
真
っ
直
ぐ
に
返
っ
て
く
る
よ
う
練

習
さ
せ
ら
れ
た
。
真
っ
直
ぐ
飛
ば
す
の

は
運
動
神
経
だ
と
教
え
ら
れ
、
そ
れ
を

磨
か
さ
れ
た
の
だ
と
思
う
。
そ
の
後
あ

る
国
際
大
会
の
と
き
だ
っ
た
が
、
フ
リ
ー

ス
ロ
ー
が
全
く
入
ら
な
い
当
時
日
本
の

エ
ー
ス
北
原
に
、畑
公
が
「
北
原
ひ
ざ
だ
、

ひ
ざ
だ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
。

畑
公
の
中
で
は
、
真
っ
直
ぐ
飛
ば
す
の

は“

運
動
神
経”

、
距
離
は“

ひ
ざ”

と

い
う
理
論
が
出
来
上
が
っ
て
い
た
と
思

う
。
し
か
し
、Ｒ
Ｋ
Ｍ
で
な
い
北
原
は
、

意
を
解
せ
ず
、
試
合
を
落
と
す
こ
と
に

な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
今
回
の
19
番
ホ
ー
ル
で
あ

る
が
、Ｒ
Ｋ
Ｍ
的
理
屈
と
フ
ォ
ー
ム
こ
そ

現
役
時
代
を
思
わ
せ
る
が
、
ボ
ー
ル
と

変
ら
な
い
体
形
、
気
持
ち
だ
け
跳
ん
で

い
る
足
腰
と
、
苦
戦
す
る
者
も
い
る
中
、

「
現
役
時
代
よ
り
入
る
！
」
と
冷
や
か
さ

れ
つ
つ
も
福
本
君
（
48
期
）
が
プ
レ
ー

オ
フ
を
制
し
、
７
/
10
本
で
優
勝
し
た
。 

19
番
ホ
ー
ル
は

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
！

　

今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

は
９
月
11
日
（
土
）
午
後
２
時
か

ら
開
催
さ
れ
ま
す
。Ｒ
Ｋ
Ｍ
と
し
て

は
、
現
役
と
の
交
流
試
合
と
、
恒

例
と
な
っ
た
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会

を
予
定
し
て
ま
す
。

　

ま
た
同
時
刻
に
、
高
中
視
聴
覚

教
室
に
て
26
期
・
辻
正
史
氏
（
大

阪
大
学
名
誉
教
授
）
に
よ
る
講
演

「
聖
地
の
発
見
ー
ト
ル
コ
地
中
海
沿

岸
発
掘
調
査
ー
」
が
、
さ
ら
に
４

時
30
分
か
ら
は
高
中
図
書
館
棟
に

て
各
部
合
同
懇
親
会
（
会
費
：
74

期
ま
で
４
千
円
、
75
期
以
降
３
千

円
、
学
生
２
千
円
）
が
ア
レ
ン
ジ

さ
れ
て
ま
す
の
で
、
バ
ス
ケ
を
や

ら
な
い
方
も
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

軽
井
沢
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会

　

来
年
は
３
Ｐ
大
会
も
や
ろ
う
と
、
す

で
に
話
は
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
る
。

右上：現役支援金の贈呈　
　　　 （22 年度 RKM総会）

左上：22 年度ホームカミ　
　　    ングディのフリー
             スロー大会（32 期の
　　　３人）
 
左中：軽井沢フリースロー
　　　大会
 
左下：現役の試合風景

会員の活動紹介・ホームカミングディ

今
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
を
振
り
返
っ
て

　

５
月
23
日
か
ら
始
ま
っ
た
今
年
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
。
夏
目
前
の
暑
い
体

育
館
で
の
戦
い
。
負
け
れ
ば
高
３
は
引

退
と
い
う
緊
張
感
の
中
、
選
手
た
ち
は

力
の
限
り
を
尽
く
し
て
素
晴
ら
し
い
試

合
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
先
の
関
東

大
会
予
選
で
ベ
ス
ト
16
進
出
を
後
一
歩

の
と
こ
ろ
で
逃
し
た
こ
と
も
、後
に
な
っ

て
考
え
れ
ば
選
手
た
ち
の
力
を
引
き
出

し
た
要
因
の
１
つ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

今
年
の
チ
ー
ム
が
強
か
っ
た
の
は
、

“

チ
ー
ム
が
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い

た”

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
上
級
生
を

支
え
る
有
力
な
下
級
生
が
何
人
も
い
る
。

私
生
活
で
も
仲
が
よ
く
、
学
年
の
垣
根

な
く
食
事
や
遊
び
も
共
に
す
る
。
コ
ー

ト
上
で
活
躍
す
る
選
手
た
ち
・
ベ
ン
チ

で
声
を
嗄
ら
し
て
応
援
す
る
選
手
た
ち

の
姿
は
、
観
戦
す
る
人
に
元
気
と
感
動

を
与
え
る
も
の
で
し
た
。

　

し
か
し
こ
れ
で
終
わ
ら
な
い
の
が
武

蔵
バ
ス
ケ
部
の
良
さ
で
す
。
応
援
席
に

は
た
く
さ
ん
の
保
護
者
・
Ｏ
Ｂ
の
姿
が

あ
り
ま
し
た
。

　

武
蔵
バ
ス
ケ
部
は“

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ”

だ

と
思
い
ま
す
。
山
崎
先
生
・
津
田
先
生
・

ト
レ
ー
ナ
ー
の
皆
川
さ
ん
と
生
徒
は
も

ち
ろ
ん
、Ｏ
Ｂ
・
保
護
者
含
め
て
ひ
と
つ

の“
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ”

で
す
。 

　

選
手
た
ち
は
先
生
方
の
指
導
の
元
、

先
輩
後
輩
縦
横
強
い
繋
が
り
で
ひ
と
つ

の
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

　

若
手
Ｏ
Ｂ
は
中
学
高
校
の
合
宿
・
練

習
に
顔
を
出
し
、
試
合
で
は
声
を
嗄
ら

し
て
応
援
し
ま
す
。
中
学
生
指
導
に
も

熱
を
い
れ
、
青
春
真
っ
盛
り
の
多
感
な

生
徒
た
ち
と
共
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

熟
年
Ｏ
Ｂ
の
方
々
は
、
元
旦
・
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
試
合

会
場
に
も
足
を
運
び
、
現
役
選
手
に
Ｒ

Ｋ
Ｍ
の
伝
統
を
伝
え
て
下
さ
い
ま
す
。

　

保
護
者
の
方
々
は
本
当
に
あ
り
が
た

い
存
在
で
す
。「 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ば
か
り

し
て
、
勉
強
は
し
っ
か
り
や
っ
て
い
る

の
？
」
そ
ん
な
不
安
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
熱
中
す

る
息
子
の
姿
を
暖
か
く
見
守
り
、
毎
試

合
応
援
に
来
て
下
さ
い
ま
す
。 

　

こ
ん
な
言
葉
が
あ
る
そ
う
で
す
。

“

み
ん
な
が
協
力
す
る
と
、
も
っ
と
成
し

遂
げ
ら
れ
る”

　

こ
れ
か
ら
も“

強
い
武
蔵”

を
見
ら
れ

る
こ
と
を
、
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

78
期　

木
本　

健
一

山
崎
流
武
藏
術

２
０
１
０
年
度
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ィ
の
ご
案
内

　

今
回
R
K
M
会
報
に
寄
稿
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
O
B
諸

兄
を
前
に
甚
だ
お
恥
ず
か
し
い
の
で
す

が
、
武
藏
に
て
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

を
少
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
だ
浅
は
か
な
発
想
で
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
を
元
に
日
々
指
導
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
の
武
藏
の
根
幹
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
概
論
（
全
体
像
）
か
ら
教
え

よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
運
動
習
慣
が

無
く
バ
ス
ケ
ッ
ト
技
術
も
未
開
発
な
生

徒
に
教
科
書
（
す
べ
て
の
技
術
を
網
羅

し
た
、
チ
ー
ム
が
勝
て
る
原
則
が
記
載

さ
れ
て
い
る
教
科
書
が
あ
る
と
想
定
し

て
）
ど
お
り
ス
キ
ル
を
一
つ
ず
つ
教
え

て
い
て
は
チ
ー
ム
と
し
て
仕
上
が
る
の

に
時
間
が
か
か
り
、
生
徒
も
興
味
を
引

か
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
畑
先
生
と
は

晩
年
、
多
少
ご
指
導
を
受
け
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
折
り
に
「
僕
は
ね
、

練
習
試
合
と
い
う
も
の
を
あ
ま
り
し
な

か
っ
た
。
君
が
指
導
す
る
と
き
に
は
練

習
試
合
も
多
く
取
り
入
れ
て
や
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
点

を
入
れ
れ
ば
勝
て
る
し
、
入
れ
ら
れ
れ

ば
負
け
る
と
い
う
基
本
原
則
で
す
。
そ

の
こ
と
か
ら
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
が

三
つ
あ
り
ま
す
。

① 

1
on
1
の
攻
防
か
ら
5
on
5
の
攻
防

を
作
る
の
で
は
な
く
、
O
f
f
で
は
2

on
1
、
D
e
f
で
は
1
on
1
＋
α
の
状

況
を
作
ら
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
常

に
自
分
た
ち
は
弱
者
で
あ
る
と
い
う
前

提
に
立
っ
て
い
ま
す
。
O
f
f
で
は
走

り
っ
こ
を
中
心
に
足
を
動
か
し
続
け
、

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
作
り
、
1
on
0

の
状
況
で
シ
ュ
ー
ト
を
打
た
せ
る
。

D
e
f
で
は
1
on
1
で
守
り
な
が
ら
＋

α
と
し
て
一
人
、
二
人
目
と
つ
ぎ
込
ん

で
ミ
ス
を
誘
う
。
ど
の
局
面
で
あ
っ
て

も
対
戦
相
手
よ
り
人
数
を
増
や
し
て
対

処
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

② 

勝
敗
と
は
ボ
ー
ル
の
入
れ
っ
こ
を
ど

う
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
ゲ
ー
ム
中

に
息
切
れ
し
な
い
こ
と
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
息
切
れ
と
は
体
力
的
な
こ
と
、

集
中
力
を
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
武

藏
で
は
沢
山
の
生
徒
を
ゲ
ー
ム
に
投
入

し
て
い
ま
す
。
安
心
し
て
見
て
い
ら
れ

る
子
は
２
人
或
い
は
３
人
ぐ
ら
い
で

し
ょ
う
。
選
手
層
が
厚
い
か
ら
沢
山
の

生
徒
を
投
入
で
き
る
の
で
は
な
く
、
一

人
一
人
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
な
部
分
を
生

か
そ
う
と
い
う
発
想
で
す
。
ま
た
、①

の
考
え
方
で
は
、
最
初
の
５
人
だ
け
で

勝
ち
試
合
を
作
る
こ
と
は
体
力
的
に
か

な
り
難
し
い
の
で
す
。

③ 

現
在
武
藏
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は

隙
間
産
業
で
あ
る
と
い
っ
て
い
ま
す
。

１
点
を
取
る
為
に
他
の
チ
ー
ム
が
行
わ

な
い
よ
う
な
こ
と
に
取
り
組
む
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
を
示
さ
ず
こ
ん
な
話
を
し
て
い

て
は
支
離
滅
裂
で
ご
理
解
い
た
だ
く
こ

と
が
難
し
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
現
在

私
が
考
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

体
育
科
・
高
校
コ
ー
チ

　
　

  

山
崎　

正
晴

　

Ｔ
ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ

　

Ｅ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
ｏ
ｎ
ｅ

　

Ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｅ
ｖ
ｅ

　

Ｍ
ｏ
ｒ
ｅ

現
役
支
援
金
使
途
に
つ
い
て

　　

現
在
外
部
か
ら
高
校
の
部
活
に
対
し

て
「
オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
テ
ィ
ー
」
と
い

う
ト
レ
ー
ナ
ー
派
遣
会
社
と
契
約
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
年
間
契
約
へ
現
役
支

援
金
の
一
部
を
使
わ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
残
り
の
金
額
は
ボ
ー
ル
購
入

に
充
て
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
高

校
、
中
学
で
使
用
す
る
ボ
ー
ル
の
サ
イ

ズ
が
違
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
購

入
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
簡
単
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ご
報

告
い
た
し
ま
す
。

現役の活動紹介

22年度 RKM総会でスピー
チする山崎先生


